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０ ５ 10 15 20 25 30（億円）

一 般 会 計 予算額 80億1,199万円

歳入（収入済額）78億1,527万円（執行率 97.5％）
０ ５ 10 15 20 25 30（億円）

平
成
27
年
度
予
算
の
執
行
状
況

※町が特定の事業を行う場合、一般会計と区

分して経理するものです

会計別 予 算 額
歳 入 歳 出

収入済額 執行率 支出済額 執行率

国民健康保険 37億4,283万円32億7,033万円 87.4％32億8,866万円 87.9％

後期高齢者 1億6,128万円 1億6,009万円 99.3％ 1億4,616万円 90.6％

中央土地区画 1億8,769万円 1億5,709万円 83.7％ 9,190万円 49.0％

農業集落排水 7億7,465万円 3億2,023万円 41.3％ 4億1,329万円 53.4％

下 水 道 4億1,876万円 3億3,548万円 80.1％ 3億314万円 72.4％

合 計 69億2,098万円58億4,486万円 84.5％56億7,355万円 82.0％

介 護 保 険 16億3,577万円 16億164万円 97.9％14億3,040万円 87.4％

特 別 会 計

水 道事業 会計

区 分 予 算 額 執 行 額 執行率

収益的収入 4億7,040万円 4億3,388万円 92.2％

収益的支出 3億8,730万円 1億9,705万円 50.9％

資本的収入 0円 0円 －

資本的支出 9,815万円 9,584万円 97.6％

町有財産・基金の状況

・土 地 1,394,919㎡

・建 物 69,106㎡

・基 金 29億2,303万円

（

平
成
28
年
３
月
31
日
現
在）

皆
さ
ん
は
、
自
分
の
納
め
た
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。
町
で
は
、
皆
さ

ん
に
町
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
予
算
の
執
行
状
況
な
ど
を
公
表
し

て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度（

平
成
28
年
３
月
31
日
現
在）

の
予
算
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
の
会
計
に
は
、
出
納
整
理
期
間
が
あ
り
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
お
金
の
出
し
入
れ
を
し
ま
す
。
最
終

的
に
は
、
こ
の
数
値
を
も
と
に
決
算
を
取
り
ま
と
め
最
終
決
算
の
数
値
と
し
て
公
表
し
ま
す
。

※
本
文
及
び
図
表
な
ど
は
、
千
の
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。
合
計
な
ど
の
数
値
に
若
干
の
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
財
政
係（

内
線
３
２
２
０）

１１９億５９６万円（特別会計を含む)

内訳

一般会計 66億3,287万円

下水道事業会計 25億6,096万円

農業集落排水事業会計 20億6,349万円

水道事業会計 2億3,481万円

中央土地区画整理事業会計 4億1,383万円

町民１人が納めた町税

11万3,493円

●１世帯が納めた町税

34万9,573円

●町民１人に使われた予算

（一般会計） 31万5,866円

●１世帯に使われた予算

（一般会計） 97万2,911円

町債 現在 高

町民１人・１世帯当たりの状況

歳出（支出済額）72億1,122万円（執行率 90.0％）

民 生 費 23億3,015万円

総 務 費 13億1,370万円

教 育 費 10億9,040万円

公 債 費 5億6,044万円

土 木 費 5億3,141万円

衛 生 費 4億4,121万円

農 林 業 費 4億3,410万円

そ の 他 5億981万円

町税 25億9,104万円

地方交付税 19億3,704万円

国庫支出金 7億2,960万円

繰越金 5億4,413万円

地方消費税交付金 3億7,422万円

町債 3億6,933万円

県支出金 2億9,022万円

地方譲与税 1億4,962万円

その他 6億8,797万円

繰入金 1億4,210万円
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平成27年度 情報公開・個人情報保護制度の実施状況
平成27年度における情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況をお知らせします。

問総務課庶務係（内線３１１０）

八千代町選挙管理委員会委員の改選について
選挙管理委員会委員と同補充員の任期満了に伴い３月23日付けで次の方々が、委員、補充員に就任されました。

なお、委員長には河口忠之さん、委員長職務代理者に稲村信義さんが就任されました。委員の任期は、４年間

です。

平成27年度 選挙人名簿抄本の閲覧状況
平成27年度の選挙人名簿抄本の閲覧状況について、公職選挙法第28条の４第７項及び公職選挙法施行規則第３
条の４の規定により公表します。なお、在外選挙人名簿抄本は、閲覧の申出がありませんでした。

選挙管理委員長 河 口 忠 之 川 尻 補 充 員 小 竹 貞 男 東 蕗 田

委員長職務代理者 稲 村 信 義 伊 勢 山 補 充 員 片 平 博 久 下 田

委 員 馬 塲 健 章 水 口 補 充 員 猪 瀬 誠 片 角

委 員 安 江 宜 通 久 下 田 補 充 員 吉 田 安 夫 天王木番田

職 名 氏 名 行 政 区 職 名 氏 名 行 政 区

問選挙管理委員会（内線３１１０）

閲覧日 閲覧者氏名、住所 利用目的の概要 閲覧に係る選挙人の範囲

平成27年６月24日

（株）サーベイリサーチ

センター

代表取締役 戸祭浩

東京都荒川区西日暮里2-40-10

平成 27 年度茨城県政世

論調査の対象者抽出の

ため

大字野爪在住の20歳以上

の男女

平成27年度にふるさと納税で

６８３件、９４２万１千円の寄

付が集まりました。寄付金の使

い道で希望の多かったのは福祉

分野と教育分野でした。この寄

付金で図書館用図書と保健セン

ターに乳幼児健診用のベッドを

購入しました。残金は移住、定

住の促進や若い人たちの雇用の

場の創出、安心して子どもを産

み育てられるまちづくりをめざ

した「八千代町まち・ひと・し

ごと創生総合戦略」に盛り込ま

れた事業の財源の一部として活

用していきます。

問い合わせ

企画財政課財政係 内線３２２０

平成27年度ふるさと納税で

９４２万円の寄付が集まりました

ふるさと納税の

呼びかけをお願いします

ふるさと納税はふるさとや思い出の地

域などに寄付することで、税の控除や寄

付した地域の特産品がもらえる特典があ

るほか、寄付金の使途を自分で選択でき

るというまちづくりへの参加意識を育む

効果も期待されています。町では地場産

業の活性化やイメージアップ、さらには

財源確保の観点からふるさと納税に積極

的に取り組んでいます。町外にお住まい

の親族や知人、友人にふるさと納税のご

協力の呼びかけをお願いします。

区 分 実施機関 請求件数
公開（開示）した情報の内訳

不服申立件数
公開 一部公開 非公開

情報公開

町 長 ２ １ ０ １ ０

議 会 ２ ２ ０ ０ ０

教育委員会 １ ０ １ ０ ０

選挙管理委員会 １ １ ０ ０ ０

個人情報 町 長 ０ ０ ０ ０ ０

ふるさと納税で購入した乳幼児健

診用ベッド（上）と図書（下）
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№ 行 政 区 区 長 名 副 区 長 名 № 行 政 区 区 長 名 副 区 長 名

２ 仁江戸西 中 山 文 夫 岡 村 明
32 瀬 戸 井 ◎廣 瀬 賢 一

３ 粟 野 生 井 昇 中 川 操 34 兵庫･沼端 荒 井 敏 夫 荒 井 健 雄

４ 片 角 中 島 一 男 生 井 眞 次 35 前 田 小 林 実 小 林 一 郎

５ 中 野 安良岡 博 荒 木 利 夫 36 高 野 澤 木 薫 江 面 三 彦

６ 苅 橋 諏 訪 耕 諏 訪 正 樹 37 伊 勢 山 坂 本 成 正 瀬 崎 始

７ 東 大 山 中 川 義 一 草 間 勇 一 38 根 ノ 谷 小 林 林 市 大久保 文 治

８ 太 田 櫻 井 巳知夫 大久保 治 男 39 菅 谷 西 中 村 政 一 山 崎 幸 一

９ 若 仲 内 敏 雄 高 谷 茂 次 40 西 大 山 岡 田 正 男 幸 田 実

10 沼 森 赤 松 昇 高 橋 進
41 塩 本 青 木 修 一

南 小 川 一 治

11 貝 谷 ○杉 山 宏 浜 名 進 北 大 森 幸 市

12 川 尻 柴 一 夫 内 海 克 43 下 山 川 稲 葉 常 美 櫻 井 清 一

13 今 里 阿 部 愼 一 吉 村 忠 44 粕 礼 照 内 堆 夫 菊 保 雄

14 本 郷 小 竹 節 小 竹 敏 男 45 本 田 坂 入 達 雄 古 谷 定 雄

15 蕗 田 国府田 利 明 山 崎 正 昭 46 前 山 大 里 英 司 吉 田 盛 一

16 東 蕗 田 鈴 木 要 一 ○石 塚 良 一 47 松 山 幸 田 裕 之 弦 巻 民 夫

17 新 地 野 中 洋 一 岩 田 孝 男 48 天王木番田 諏 訪 栄 一 小田辺 正 則

18 福 岡 染 野 靖 男 福 田 一 夫 49 築越六軒 大久保 博 高 井 正 美

19 栗 山 小野寺 孝 一 岡 本 幸 治 50 二 ツ 釜 荒 井 昇 宮 本 清 作

20 尾 崎 秋 葉 和 夫 青 谷 昌 一 51 道前六保 古 谷 博 大 里 寛

21 大 間 木 堤 正 堤 弘 52 平塚新田 武 藤 憲 緒 宮 本 勝 実

22 芦ケ谷新田 川 尻 富 夫 高 橋 実 53 水 口 馬 場 勇 渡 邉 軍 喜

23 舟 戸 平 岡 貞 一 大久保 敏 男 54 松 本 ○生 井 勝 已 小 竹 淳

24 仲 坪 生 井 忠 一 村 松 久 通 55 久 下 田 ○福 島 信 夫 片 平 博

25 山 ノ 神 木 村 重 夫 高 橋 久 一 56 新 井 秋 田 義 明 ◎新 井 泉

26 神 山 秋 葉 実 秋 葉 孝 57 八 町 水 書 文 彦 杉 田 昭 廣

27 磯 堤 利 一 大 竹 栄 一 58 袋 飯ケ谷 武 男 飯ケ谷 利 市

28 村 貫 東 坂 寄 一 男 金 子 松 男 59 野 爪 川 村 信 三 大久保 衛

29 村 貫 西 ○石 崎 輝 男 内 海 勇 60 坪 井 谷 中 克 巳 谷 中 匡

30 佐 野 東 幸 田 行 男 為我井 英 介 61 高 崎 菊 山 信 一 中 莖 貞 良

31 佐 野 西 為我井 義 雄 廣 瀬 和 夫 62 大 渡 戸 中 山 只 一 中 山 達 男

63 大 里 渡 辺 三 男 柴 一 夫

64 小 屋 古 澤 進 倉 持 昌 幸

上

下

初 沢 武 光

○小野里 家 一
１ 仁江戸東 小 口 唯 男 小 口 常 夫

※◎は区長親和会会長、副区長会会長

○は区長親和会副会長、副区長会副会長

●平成28年度行政区長・行政副区長一覧 （平成28年４月１日現在・敬称略）

４
月
８
日
、
中
央
公
民
館
に
町

内
全
行
政
区
の
行
政
区
長
・
副
区

長
が
集
ま
り
、
平
成
28
年
度
行
政

区
長
・
副
区
長
合
同
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

始
め
に
、
大
久
保
司
町
長
か
ら

平
成
28
年
度
町
政
運
営
方
針
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て「

八

千
代
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略」

を
軸
に
出
産
・
子

育
て
支
援
、
産
業
振
興
な
ど
諸
施

策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
述

べ
、
参
加
者
に
理
解
と
協
力
を
求

め
ま
し
た
。

続
い
て
、
各
課
長
か
ら
一
般
会

計
、
特
別
会
計
の
予
算
概
要
や
区

長
・
副
区
長
の
役
割
に
つ
い
て
の

説
明
、
地
域
担
当
員
制
度
や
児
童

生
徒
通
学
道
路
用
防
犯
灯
な
ど
の

連
絡
事
項
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
下
館
河
川
事
務
所
職

員
か
ら
、
昨
年
９
月
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
関
東
・
東
北
豪

雨
災
害
に
伴
う「

鬼
怒
川
緊
急
対

策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト」

の
概
要
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

会
議
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
正

午
ま
で
と
長
時
間
に
わ
た
り
ま
し

た
が
、
参
加
者
は
真
剣
な
表
情
で

説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

説明に耳を傾ける区長、副区長の皆さん

合同会議であいさつする大久保町長

誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

ー
平
成
28
年
度
区
長
・
副
区
長
合
同
会
議
を
開
催

ー
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諭）

□
谷
中
勝（

中
結
城
小
校

長）

□
石
塚
玲
子（

中
結
城
小
主

任
栄
養
係
長）

□
秋
葉
道
夫（

川

西
小
校
長）

○
転
出（

３
月
31
日
付
け）

■
安
静
小

□
校
長
／
田
中
章
公

ゆ
き
ま
さ

（

県
西
教
育
事
務
所）

□
教
諭
／
長

瀬
裕
二（

豊
加
美
小）

□
教
諭
／

小
竹
佳
子（

関
城
東
小）

□
教
諭

／
中
村
さ
と
み（

諸
川
小）

□
教

諭
／
原
部
夏
代（

玉
小）

■
中
結
城
小

□
教
諭
／
猪
野
木

明
美（

騰
波
ノ
江
小）

□
教
諭
／

比
企
正
代（

高
道
祖
小）

□
教
諭

／
長
澤
克
明（

上
妻
小）

■
下
結
城
小

□
校
長
／
高
野
一

郎（

小
川
小）

□
教
頭
／
北
條
一

彦（

西
牛
谷
小）

□
教
諭
／
柴
崎

真
由
美（

長
讃
小）

□
教
諭
／
戸

崎
純
枝（

総
和
北
中）

■
川
西
小

□
教
頭
／
斉
藤
洋
子

（

大
和
中）

□
教
諭
／
国
府
田
由
美

子（

総
上
小）

■
八
千
代
一
中

□
教
諭
／
上
野

恭
子（

城
南
小）

□
教
諭
／
宮
田

大
輔（

教
育
庁
指
導
主
事）

□
教

諭
／
飯
岡
美
穂（

東
部
中）

■
東
中

□
校
長
／
田
宮
優
一

（

関
城
西
小）

□
教
諭
／
須
貝
裕
美

（

総
上
小）

□
教
諭
／
水
越
史
郎

（

下
妻
中）

□
教
諭
／
後
藤
桃
子

（

下
館
南
中）

○
転
入（

４
月
１
日
付
け）

■
西
豊
田
小

□
教
諭
／
根
本
む

つ
み（
上
妻
小）

□
教
諭
／
渡
辺

理
恵
子（

大
宝
小）

□
教
諭
／
古

谷
朱
理（

新
採）

■
安
静
小

□
校
長
／
石
津
光
彦

て
る
ひ
こ

（

鹿
嶋
市
教
育
委
員
会）

□
教
諭
／

田
宮
淑
子（

関
城
東
小）

□
教
諭

／
生
井
則
子（

玉
小）

□
教
諭
／

大
島
慶
太（

新
採）

■
中
結
城
小

□
校
長
／
沼
尻
均

一（

逆
井
山
小）

□
教
諭
／
中
山

直
美（

長
田
小）

□
教
諭
／
平
塚

恵
子（

高
道
祖
小）

□
教
諭
／
浅

野
浩
一（

上
妻
小）

□
栄
養
教
諭

／
栗
島
い
づ
み（

新
採）

■
下
結
城
小

□
校
長
／
大
澤
敦

子（

八
俣
小）

□
教
頭
／
外
山
薫

（

県
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー）

□
教
諭

／
青
木
江
津
子（

関
城
東
小）

□

教
諭
／
中
嶋
好
一（

結
城
東
中）

■
川
西
小

□
校
長
／
飯
泉
知
那

美（

三
妻
小）

□
教
頭
／
野
尻
勝

（

釈
迦
小）

□
教
諭
／
篠
山
美
香

（

石
下
小）

■
八
千
代
一
中

□
教
諭
／
井
上

順
子（

東
部
中）

□
教
諭
／
沼
田

裕
和（

岩
井
中）

□
教
諭
／
赤
木

尚
美（

新
採）

■
東
中

□
校
長
／
白
石
光
浩

（

古
河
四
小）

□
教
諭
／
横
関
正
俊

（

下
結
城
小）

□
教
諭
／
青
木
直
子

（

東
部
中）

□
教
諭
／
野
尻
知
子

（

結
城
東
中）

□
教
諭
／
小
峰
ゆ
か

り（

下
館
南
中）

□
教
諭
／
入
山

翔
多（

新
採）

□
養
護
教
諭
／
島

田
菜
摘（

新
採）

４
月
１
日
付
け
で
、
町
職
員
及

び
小
中
学
校
職
員
の
人
事
異
動
が

あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
人
事
異
動

に
よ
り
町
職
員
の
総
数
は
、
定
数

１
９
５
人
に
対
し
て
１
７
６
人
に

な
り
ま
し
た
。
町
職
員
の
異
動
の

掲
載
は
主
査
以
上
と
新
規
採
用
職

員
で
す
。

○
退
任（

３
月
31
日
付
け）

□
生
井
光
男（

副
町
長）

○
退
職（

３
月
31
日
付
け）

□
青
木
良
夫（

企
画
財
政
課
長）

□

上
野
真
一（

会
計
管
理
者
兼
会
計

課
長）

□
水
書
正
義（

教
育
次
長

兼
学
校
教
育
課
長）

□
片
野
節
子

（

町
民
課
参
事）

□
佐
久
間
弘
子

（

福
祉
保
健
課
参
事）

□
小
川
美
代

子（

産
業
振
興
課
参
事）

□
竹
垣

恵
子（

福
祉
保
健
課
主
幹）

□
安

田
祐
平（

福
祉
保
健
課
主
事）

○
異
動（

４
月
１
日
付
け）

■
総
務
課

□
主
査
兼
管
財
係
長

／
倉
持
浩
幸（

生
活
環
境
課
主
査

兼
環
境
係
長）

□
主
査
兼
庶
務
係

長
／
斉
藤
典
弘（

庶
務
係
長）

■
企
画
財
政
課

□
課
長
／
野
村

勇（

税
務
課
長）

□
参
事
・
企
画

総
合
戦
略
室
／
馬
場
俊
明（

参
事
・

総
合
戦
略
室）

□
主
査
兼
企
画
係

長
／
斉
藤
武
史（

企
画
係
長）

□

主
査
・
下
妻
広
域
派
遣
／
古
沢
武

春（

企
画
係
長）

□
主
査
兼
財
政

係
長
／
安
江
薫（

都
市
建
設
課
用

地
管
理
係
長）

■
税
務
課

□
課
長
／
相
田
敏
美

（

福
祉
保
健
課
長）

■
町
民
課

□
課
長
補
佐
・
住
民

担
当
／
岩
田
純
子（

秘
書
課
課
長

補
佐）

□
主
査
兼
住
民
係
長
／
鈴

木
佳
奈（

住
民
係
長）

□
主
査
兼

保
険
年
金
係
長
／
篠
山
清
美（

保

険
年
金
係
長）

■
福
祉
保
健
課

□
課
長
／
青
木

喜
栄（
産
業
振
興
課
長）

□
主
査

兼
児
童
福
祉
係
長
／
山
口
富
実
子

（

児
童
福
祉
係
長）

■
生
活
環
境
課

□
課
長
補
佐
兼

環
境
係
長
／
富
永
浩（
町
民
課
課

長
補
佐
兼
保
険
年
金
係
長）

■
産
業
振
興
課

□
課
長
／
渡
辺

孝
志（

企
画
財
政
課
参
事）
□
課

長
補
佐
兼
農
林
係
長
／
飯
岡
勝
利

（

主
査
兼
農
林
係
長）

□
課
長
補
佐

兼
土
地
改
良
係
長
／
古
沢
朗
紀

あ
き

と
し

（

上
下
水
道
課
課
長
補
佐
兼
農
集

排
係
長）

□
主
査
兼
振
興
係
長
／

阿
部
典
子（

町
民
課
住
民
係
長）

■
都
市
建
設
課

□
参
事
・
都
市

計
画
担
当
／
木
村
和
則（

課
長
補

佐
兼
都
市
計
画
係
長）

□
主
査
兼

区
画
整
理
係
長
／
生
井
億
之（

生

や
す
ゆ
き

涯
学
習
課
主
査
兼
公
民
館
係
長）

■
会
計
課

□
会
計
管
理
者
兼
会

計
課
長
／
秋
葉
三
佐
男（

農
業
委

員
会
事
務
局
長）

■
上
下
水
道
課

□
主
査
兼
農
集

排
係
長
／
市
村
隆
男（

産
業
振
興

課
主
査
兼
土
地
改
良
係
長）

■
議
会
事
務
局

□
局
長
／
秋
葉

松
男（

総
務
課
参
事）

■
農
業
委
員
会
事
務
局

□
局
長

／
高
野
実（

議
会
事
務
局
長）

□

主
査
兼
農
政
係
長
／
岩
坂
信
幸

（

主
査
兼
農
政
・
農
地
係
長）

□
主

査
兼
農
地
係
長
／
山
崎
浩
司（

農

地
係
長）

■
学
校
教
育
課

□
教
育
次
長
兼

学
校
教
育
課
長
／
鈴
木
忠（

給
食

セ
ン
タ
ー
所
長）

□
主
査
兼
庶
務

係
長
／
須
澤
晃（

総
務
課
消
防
交

通
係
長）

■
生
涯
学
習
課

□
参
事
・
社
会

体
育
担
当
／
宮
本
克
典（

課
長
補

佐
兼
社
会
体
育
係
長）

□
主
査
兼

公
民
館
係
長
／
初
沢
孝（

都
市
建

設
課
主
査
兼
区
画
整
理
係
長）

■
給
食
セ
ン
タ
ー

□
所
長
／
青

木
一
樹（

学
校
教
育
課
参
事）

■
新
規
採
用

□
企
画
財
政
課
主

事
／
大
塚
好
太
□
税
務
課
主
事
／

金
子
慶
太
□
町
民
課
主
事
／
松
岡

奈
津
美
□
町
民
課
主
事
／
柴
陽

平
□
福
祉
保
健
課
主
事
／
矢
部
里

沙
□
都
市
建
設
課
主
事
／
谷
中
亨み

ち

光
□
会
計
課
主
事
／
草
間
友
紀

て
る○

退
職

□
新
井
い
つ
み（

西
豊
田
小
教

人

事

異

動

学

校

役
場（

）

内
前
職
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鬼
怒
川
緊
急
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

平
成
27
年
関
東
・
東
北
豪
雨
を
踏
ま
え
、
国
、
茨
城
県
、
常
総
市
・
八
千
代
町
な
ど
鬼
怒
川
沿
川
７
市
町
は
、
被
害
の
大
き

か
っ

た
鬼
怒
川
下
流
域（

茨
城
県
区
間）

で
決
壊
し
た
堤
防
の
本
格
的
な
復
旧
、
高
さ
や
幅
が
足
り
な
い
堤
防
の
か
さ
上
げ
や

拡
幅
な
ど
の
堤
防
整
備
、
洪
水
時
の
水
位
を
下
げ
る
た
め
の
河
道
掘
削
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
と
地
域
住
民
等
も
参
加
す
る
危
険

箇
所
の
共
同
点
検
、
広
域
避
難
に
関
す
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
が
一
体
と
な
っ

た
治
水
対
策
を
、「

鬼
怒
川
緊

急
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト」

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
再
度
災
害
防
止
を
図
る
と
と
も
に「

水
防
災
意
識
社

会」

の
再
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

■ハード対策 事業費合計約600億円

再度災害防止に必要な河川整備を平成32年度完成を

目指し、緊急的集中的に実施します。

□鬼怒川（直轄事業：国土交通省）

○主な事業内容

・堤防整備（かさ上げ・拡幅）

・河道掘削

○事業期間 平成27年度～平成32年度

○事業費 約５８０億円

□八間堀川等（補助事業等：茨城県）

○主な事業内容

・堤防整備（かさ上げ・拡幅）

・河道拡幅

○事業期間 平成27年度～平成29年度

○事業費 約23億円

■ソフト対策（円滑な避難の支援）

住民の避難を促すためのソフト対策を沿川自治体と

連携して速やかに実施します。

○タイムラインの整備とこれに基づく訓練

○市町、消防団、地域住民等が参加する危険箇所の

共同点検の実施

○ハザードマップ及び家屋倒壊危険区域の公表と住

民への周知とこれに基づく訓練

○関係機関の参加による広域避難に関する仕組みづ

くり

◎プロジェクトの概要
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◎町内の主な整備箇所
○漏水箇所

漏水被害が発生した高崎地区、大渡戸地区は出水期（６月～10月）

までに、漏水防止のための遮水矢板工を施工し、平成28年度末まで

に終了する予定です。

○堤防整備（かさ上げ、拡幅）

仁江戸東から大渡戸までの鬼怒川沿

いの地区

○排水樋管改築

鷺谷排水樋管（片角）、江口排水樋管
さぎのや

（野爪）、野爪排水樋管（野爪）、坪井

排水樋管（坪井）を改築します。

※整備箇所は現時点での予定箇所を掲載

しています。詳細は今後の測量・設計

等で決定します。

◎鬼怒川の堤防等の整備
平成32年度完成を目指して堤防等を整備します。

・決壊箇所の堤防整備は６月までに完成予定

・溢水箇所の堤防整備は先行して着手し、下流への影響を考慮しながら段階的に整備
いっすい

・漏水箇所の堤防整備は災害復旧事業により平成28年度末までに整備

・その他の堤防整備、河道掘削などは基本的に下流から実施。（大形橋から下流のブロックは平成30年度末

まで、上流のブロックは平成32年度末までの完成を予定）

施工

施工

施工（下段） 施工（上段）

用地取得

施工（上段）

物件補償・用地取得

施工

施工

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

決壊箇所

漏水箇所

溢
水
箇
所

大規模な溢水を生じた箇所

その他の溢水箇所

下
流ブ

ロ
ッ
ク

用地取得の必要のない箇所

用地取得の必要な箇所

上
流ブ

ロ
ッ
ク

用地取得の必要のない箇所

用地取得の必要な箇所

河道掘削

鬼怒川・小貝川下流域大規模

氾濫に関する減災対策協議会

河川管理者、県や市町で水防災

意識社会の再構築を目的とし、

協議会を設立しました。この協

議会は関係機関が連携し、減災

のための目標を共有し、ハード

対策とソフト対策を一体的、計

画的に推進していきます。

問い合わせ

国土交通省関東地方整備局下館河川事務所激甚災害対策特別緊急事業推進室 TEL 25-２１７３

※詳しくは下館河川事務所のホームページをご覧ください。http://www.ktr.mlit.go.jp/shimodate/

高崎地内の漏水箇所

（H27.9洪水の水位程度まで盛土） （下段盛土の沈下状況等を確認のうえ上段盛土を施工）

（H27.9洪水の水位程度まで盛土） （下段盛土の沈下状況等を確認のうえ上段盛土を施工）

（用地取得のできた箇所から順次施工）

（物件補償・用地取得のできた箇所から順次施工）

施工（掘削した土砂を築堤に利用）

施工（下段）

用地取得

施工

施工

物件補償・用地取得
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町
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
寄
贈

ー
新
一
年
生
の
安
全
な
登
下
校
の
た
め

ー

ブザーを町長と教育長に手渡す古内支店長（右）

安
全
運
転
で
交
通
事
故
ゼ
ロ

ー
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ー

子
ど
も
た
ち
の
防
犯
に
役
立
て

て
も
ら
お
う
と
常
陽
銀
行
八
千
代

支
店
か
ら
防
犯
ブ
ザ
ー
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
４
月
11
日
に
古
内
正

支
店
長
が
役
場
を
訪
れ
、
大
久
保

司
町
長
と
高
橋
昇
教
育
長
に
防
犯

ブ
ザ
ー
を
手
渡
し
ま
し
た
。
大
久

保
町
長
は「

子
ど
も
た
ち
の
安
全

の
た
め
役
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す」

と
話
し
ま
し
た
。

防
犯
ブ
ザ
ー
は
今
年
度
町
内
の

小
学
校
に
入
学
し
た
１
年
生
に
配

ら
れ
ま
し
た
。

安
全
な
自
転
車
の
乗
り
方
学
ぼ
う

ー
小
中
学
校
で
交
通
安
全
教
室

ー

児
童
や
生
徒
に
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と

交
通
安
全
教
室
が
町
内
の
小
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
４

月
11
日
に
中
結
城
小
学
校
で
行
わ
れ
た
交
通
安
全
教
室
に

は
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
が
参
加
し
、
安
全
な

自
転
車
の
乗
り
方
や
歩
き
方
を
学
び
ま
し
た
。

教
室
は
学
年
別
に
行
わ
れ
、
３
年
生
の
教
室
で
は
警
察
官

か
ら
安
全
な
自
転
車
の
乗
り
方
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

後
、
校
庭
に
設
置
さ
れ
た
模
擬
コ
ー
ス
を
走
り
ま
し
た
。
児

童
た
ち
は
自
転
車
に
ま
た
が
り「

右
よ
し
、
左
よ
し
、
後
ろ

よ
し」

と
確
認
し
、
標
識
や
信
号
に
注
意
し
な
が
ら
慎
重
に

走
り
ま
し
た
。
コ
ー
ス
を
走
っ
た
須
戸
悠
華
さ
ん
は「

自
分

は
る

か

で
道
路
を
走
る
と
き
は
今
日
勉
強
し
た
こ
と
を
や
っ
て
み
た

い」

と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

耕運機で畑を耕す山田さん

４
月
10
日
、
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ

ジ
内
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

八
千
代
で
入
村
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
入
村
し
た

の
は
埼
玉
県
川
口
市
在
住
の
山
田
実
さ
ん
で
す
。
先
輩
ガ
ル

テ
ナ
ー
の
進
川
淳
一
さ
ん
か
ら
耕
運
機
や
刈
払
機
の
エ
ン
ジ

ン
の
か
け
方
や
取
り
扱
い
注
意
事
項
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
た
後
、
耕
運
機
実
地
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

作
業
を
終
え
た
山
田
さ
ん
は「

も
と
も
と
妻
が
家
庭
菜
園

に
興
味
が
あ
り
、
私
が
定
年
退
職
を
迎
え
た
こ
と
を
き
っ

か

け
に
場
所
を
探
し
ま
し
た
。
温
泉
や
公
園
な
ど
ゆ
っ
く
り
で

き
る
施
設
が
整
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
八
千
代
を
見

つ
け
て
申
し
込
み
ま
し
た
。
皆
さ
ん
き
さ
く
な
人
た
ち
ば
か

り
で
こ
れ
か
ら
が
と
て
も
楽
し
み
で
す」

と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

よ
う
こ
そ
八
千
代
町
へ

ー

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
八
千
代
入
村
講
習
会

ドライバーに啓発グッズを手渡す町長

模擬コースで行われた自転車教室

４
月
６
日
、
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
八
千
代

町
交
通
対
策
協
議
会（

会
長
大
久

保
司
町
長）

主
催
に
よ
る
交
通
安

全
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
菅
谷
交

差
点
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
交
通
対

策
協
議
会
の
会
員
約
30
名
が
参

加
。
信
号
で
停
車
し
た
ド
ラ
イ

バ
ー
に
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
や
ウ
ェ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
広
報
物
品
を

配
布
し
な
が
ら
安
全
運
転
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
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み ん な の 広 場

【コメント】

たくさんの事を覚

えて毎日元気いっ

ぱい笑顔の春空を

見ていると、家族

みんなが幸せにな

ります。これから

も笑顔ですくすく

大きくなってね

父 義 章 さん

母 奈 美 さん

俳

句

爺
婆
の
小
昼
の
土
手
や
犬
ふ
ぐ
り

水

口

北

野

妙

子

陽
差
し
受
け
冬
を
脱
ぎ
捨
て
蕗
の
薹

佐

野

佐

伯

六

花

美
容
室
眠
気
も
よ
お
す
菜
種
梅
雨

小

屋

倉

持

幸

子

一
言
の
母
の
戒
め
山
笑
ふ

松

本

野

口

ま
さ
子

棟
上
げ
の
掛
ヶ
矢
の
響
き
日
脚
伸
ぶ

久
下
田

川

村

ヱ
イ
子

戒
名
は
人
柄
な
り
と
彼
岸
僧

菅

谷

照

内

美
代
子

【コメント】

４人兄弟の末っ子

で、あんぱんまん

が大大大好きな月

音。年の離れたお

兄ちゃんお姉ちゃ

んに囲まれて、こ

れからも明るく元

気にすくすく育っ

てね。ママより

父 英 明 さん

母 奈 央 さん

一
椀
の
や
さ
し
さ
添
え
む
花
菜
漬

大

里

山

中

康

雄

短

歌

窓
に
見
る
菜
の
花
満
開
小
雨
降
る

我
が
菜
園
は
農
耕
待
て
り

大
戸
新
田

山

本

好

子

お
日
様
に
か
ざ
す
掌

皺
深
く

て
の
ひ
ら

苦
楽
の
暦
き
ざ
み
て
過
ぎ
る

よ

東
大
山

草

間

ふ

み

や ち よ 文 芸
樺

鈴 木 凌 さん（下結城小６年）
すず き りょう

おとうさん 英 之 さん （二ツ釜）
ひで ゆ き

大 好 き な 人

ぼ

く

の

お

父

さ

ん

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で

が
仕
事
で
、
休
み
は
日
曜
日
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
野
球
少
年
団
に
入
っ
て
い
ま
す
。
土
日

は
、
野
球
の
練
習
や
、
練
習
試
合
、
試
合
を
し
て
い

ま
す
。
お
父
さ
ん
は
、
仕
事
の
都
合
が
つ
け
ば
、
見

に
来
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
時
間
が
あ
る
と
き
は

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
相
手
を
し
て
く
れ
ま
す
。
出
か

け
ら
れ
る
日
は
、
た
ま
に
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
つ
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
す
。

そ
ん
な
お
父
さ
ん
が
大
好
き
で
す
。

＊みんなの広場では、皆さんからの投稿をお待ちしています。

詳しくは、秘書課秘書広報係まで ℡ 48ー1111（内線3330）

八
千
代
文
芸
俳
句
会
選

小野里 春 空 ちゃん

お の ざと はる く

平成２６年５月１８日生まれ

（瀬戸井）

中 村 月 音 ちゃん

なか む ら か の ん

平成２６年５月９日生まれ

（菅谷西）
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第３位 飯山茉利香（一中）

混合ダブルス

優 勝 吉村裕樹・石川優花

準優勝 薗部司・佐藤美希

第３位 小久保直樹・武田停子

第３位 大野拓海・中沢ふじ子

■第81回町民ソフトボール大会

〔と き〕３月13日（日）20日（日）

〔ところ〕八千代町民公園

〔主 催〕八千代町体育協会ほか

〔主な結果〕

優 勝 フェニックス

準優勝 伊勢山ソフトクラブ

第３位 村貫

第３位 根ノ谷ソフトボール

優勝したフェニックスの皆さん

八千代町消防団幹部団員
平成28年４月１日現在（敬称略）

団 長 小 菅 康 司 高 野

副 団 長 羽 鳥 昭 一 佐野東

副 団 長 沢 木 清 司 高 野

本 部 員 渡 辺 利 明 久下田

本 部 員 沢 木 里 支 高 野

第１分団長 中 島 邦 光 粟 野

第２分団長 岩 田 大 太 田

第３分団長 廣 瀬 和 正 佐野西

第４分団長 金 子 貴 明 山ノ神

第５分団長 石 塚 修 築越六軒

第６分団長 川 田 和 弘 久下田

第７分団長 菅 谷 文 明 高 野

職 名 氏 名 行政区

本 部 員 生 井 英 公
ひ で ゆ き

佐野東

本 部 員 杉 田 敏 博 高 野
３
月
27
日
、
中
央
公
民
館
で
平

成
28
年
度
消
防
団
辞
令
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
小
菅
康
司
消
防

団
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
19
人

が
退
団
、
新
た
に
20
人
が
入
団
し

ま
し
た
。

大
久
保
司
町
長
は
、

「

町
民
の
生

命
、
財
産
の
保
持
の
た
め
消
防
活

動
に
ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す」

と
あ
い
さ
つ
。
小
菅
団
長
は「

崇

高
な
消
防
精
神
の
も
と
、
町
民
の

た
め
献
身
的
に
活
動
し
て
も
ら
い

た
い」

と
訓
示
し
ま
し
た
。

地
域
防
災
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

―
平
成
28
年
度
消
防
団
辞
令
交
付
式

―

新入団員を代表して宣誓を行う大久保聡さん

卓球大会で入賞した皆さん

平成28年熊本地震義援金のお願い

茨城県共同募金会八千代町支会と日本赤十字八

千代町分区では、４月14日に熊本県で発生した

地震で被災された方々を支援するため、義援金

を募集しています。町内施設に募金箱を設置し

ていますのでご協力よろしくお願いします。ご

協力いただいた義援金は、本支会及び本分区を

通じて熊本県に送金させていただきます。

募金箱の設置場所 役場東側玄関入口・中央公

民館・総合体育館・図書館・役場窓口

問い合わせ

八千代町社会福祉協議会

TEL 49-３９４９
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(敬称略)

スポーツ大会の結果

スポーツファイル

■第８回常坂Ｂ球六年生交流大会

〔と き〕１月30日（土）31日（日）２月６日（土）

７日（日）11日（木）13日（土）

〔ところ〕さしま球場ほか

〔主 催〕常総市・坂東市六年生後援会

〔主な結果〕

準優勝 八千代クラブ

■第23回八千代町民バドミントン大会

〔と き〕２月７日（日）

〔ところ〕八千代町総合体育館

〔主 催〕八千代町体育協会

〔主な結果〕

総合ダブルスＢクラス

準優勝 橋本竜彦・中里渉（八千代クラブ）

第３位 秋山直美・柿沼徹（八千代クラブ）

第３位 生井和歩・植竹愛美（八千代クラブ）

総合ダブルスＣクラス

準優勝 木村優太・生井雄大（八千代高校）

第３位 生井翔太・松崎正之（八千代高校）

総合ダブルス初心者クラス

準優勝 大久保暁久・諏訪明浩（八千代クラブ）

第３位 高谷祐希・中島陸玖（東中）

第３位 中嶋裕希也・古沢力哉（東中）

総合ダブルス 小学５・６年生クラス

第３位 秋葉那央・諏訪有美（八千代Jr）

総合ダブルス 小学４年生クラス

優 勝 生井穂乃果・草間結（西豊田）

第３位 直井涼葉・宮田小鈴（八千代Jr）

第３位 萩原芽生・石川心菜（八千代Jr）

■第40回八千代町グラウンド・ゴルフ定期大会

〔と き〕２月16日（火）

〔ところ〕八千代町民公園

〔主 催〕八千代町グラウンド・ゴルフ連盟

〔主な結果〕

男子の部

第１位 前野潤一（仁江戸）

第２位 霜田良一（ＴＧＧ）

第３位 草間勇（ＴＧＧ）

第４位 諏訪兼四郎（さくら）

第５位 鈴木新平（ＴＧＧ）

女子の部

第１位 加藤絹子（ＴＧＧ）

第２位 鈴木きみい（ＴＧＧ）

第３位 青木比呂子（さくら）

第４位 霜田かつ代（道六）

第５位 大里よしい（やちよ）

■第30回町民卓球大会

〔と き〕２月21日（日）

〔ところ〕八千代町総合体育館

〔主 催〕八千代町体育協会

〔主な結果〕

一般男子シングルス

優 勝 吉村裕樹

準優勝 黒川幹也

第３位 松本忠秋

第３位 大野拓海

一般女子シングルス

優 勝 佐藤美希

準優勝 石川優花

第３位 中山佳奈

第３位 山口みや子

中学男子シングルス

優 勝 野澤直輝（東中）

準優勝 砂見都善（東中）

第３位 小口慧斗（東中）

第３位 内海智（一中）

中学女子シングルス

優 勝 飯山萌乃（一中）

準優勝 高橋彩夏（一中）

第３位 松本未来（東中）

広告



12広報やちよ№679 2016.5月号

２０１６. ５. １ №５８５
発 行 八 千 代 町 役 場

℡ 48－１１１１（代表）

お知らせ版

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

５
月
を
納
税
強
化
月
間
と
し
、

税
務
課
、
福
祉
保
健
課
、
町
民
課

に
よ
る
３
課
合
同
で
の
特
別
滞
納

整
理
を
実
施
し
ま
す
。町
県
民
税
、

軽
自
動
車
税
、
固
定
資
産
税
、
国

保
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
未
納
の
あ
る
方

に
電
話
・
訪
問
催
告
等
を
行
う
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
納
付
に
関
す
る
相
談
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
課
収
納
管
理
係

（

内
線
１
３
１
１）

特
別
滞
納
整
理
を
実
施
し

ま
す

福
祉
保
健
課
介
護
保
険
係

（

内
線
１
２
３
０）

町
民
課
保
険
年
金
係

（

内
線
１
１
２
１）

「

野
鳥
を
大
切
に
し
、
自
然
を

守
っ

て
い
こ
う」

と
い
う
心
の
輪

を
広
げ
る
愛
鳥
週
間
の
普
及
啓
発

事
業
と
し
て
、
猟
友
会
鬼
怒
支
部

に
よ
る「

実
の
な
る
木
配
布
事
業」

を
実
施
し
ま
す
。
野
鳥
が
好
む
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
を
無
料
で
配

布
し
ま
す
の
で
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

日
時

５
月
15
日（

日）

午
前
10

時
～
な
く
な
り
次
第
終
了

場
所

八
千
代
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ

ジ
憩
遊
館

正
面
入
口
付
近

産
業
振
興
課
農
林
係

（

内
線
２
３
１
０）

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
元
気
の
な

い
方
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩
み
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

５
月
31
日（

火）

午
後
１

時
30
分
～
４
時

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料

無
料

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い（

完
全
予

約
制
で
す）

保
健
セ
ン
タ
ー

48-
１
９
５
５

日
時

５
月
29
日（

日）

午
前
10

時
～
午
後
３
時

場
所

町
民
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
費

大
人
５
０
０
円
、
中
学

TEL

５月の納税等

納期内納付にご協力をお願

いします。

軽自動車税（全期）

拾四ケ用水（全期）

納期は５月31日（火）です

税務課（内線1310）

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

１
日
テ
ニ
ス
教
室
参
加
者

募
集

児童福祉週間
‐５月５日～11日‐

その笑顔 未来を照らす

道しるべ

《児童福祉週間標語》

福祉保健課児童福祉係

（内線1220）

山川沼土地改良区総代総選挙のお知らせ

土地改良区組合員の皆さまにお知らせします。山

川沼土地改良区総代の任期が平成28年６月４日を

もって満了となるため、総代選挙を次のとおり行い

ます。

■投票日 ５月31日（火）

■告示日 ５月24日（火）

■選挙すべき総代の数

第１選挙区（中結城地区）18人

■立候補受付

日 時 ５月24日（火）、25日（水）

午前８時30分～午後５時

場 所 役場３階会議室４

問い合わせ

総務課庶務係 内線３１１０

山川沼土地改良区事務所 ℡49-０７９９

５
月
10
日
か
ら
16
日
は

「

愛
鳥
週
間」

で
す

給食センターパート職員募集

募集人員 若干名

仕事内容 調理業務、配送助手など

勤務時間 午前８時30分～午後３時15分

（土日、祝日休み）

給 与 時給８２０円

申込方法 ５月13日（金）までに履歴書を持参してく

ださい。

問い合わせ 給食センター ℡48-１１４９

生活排水は適切に流しましょう

台所の流しに油や生ゴミを流すと家庭内の排水管や下

水道管の中で冷えて固まり、悪臭や詰まりの原因になり

ます。また、処理場にも悪影響を及ぼしますので絶対に

流さないでください。

メモ 鍋や皿についた油汚れは、拭き取ってから洗いま

しょう。古い油は、新聞紙などで吸い取るか油を固める

製品で固めたうえ、燃えるゴミとして出しましょう。

問い合わせ 上下水道課下水道係 ℡48-２２３８
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TEL

TEL

TEL

水道水の放射能測定結果をお知らせします

（検査日:４月13日 検査機関:（株）江東微生物研究所）

■「不検出」とは、測定結果が検出限界値（1Bq/kg 以下）を下

回ったことを意味します。

■町の水道水に含まれている県西水道水の水質検査結果は、

茨城県企業局のホームページ（http://www.pref.ibaraki.jp/

bukyoku/kigyou/）で公表しています。

問い合わせ 上下水道課上水道係 ℡ 48-２０３７

採水場所 採水日 放射性セシウム（Bq/kg） 管理目標値

浄水場出口 ４月12日
不検出
不検出

10Bq/kg
134Cs
137Cs

募
集
人
員

22
人
程
度

期
間

６
月
19
日（

日）

～
12
月

４
日（
日）（

20
日
間
の
全
課
程
に

出
席
で
き
る
人
に
限
る）

場
所

母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン

タ
ー（

水
戸
市
八
幡
町
11-

52）

自
己
負
担
額

６
０
０
０
円（

教

材
費
等）

そ
の
他
保
険
料
別
途

申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
書
類

を
添
付
し
、
母
子
・
父
子
福
祉
セ

ン
タ
ー
ま
で
郵
送（

申
込
書
は
福

祉
保
健
課
に
あ
り
ま
す）

申
込
期
限

６
月
３
日（

日）

※
託
児
付
き（

２
歳
以
上
。要
予
約）

母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

０
２
９-

２
２
１-

８
４
９
７

福
祉
保
健
課
児
童
福
祉
係

（

内
線
１
２
２
０）

子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
鍛
錬
と

健
康
増
進
を
目
的
に
、
下
妻
青
年

会
議
所
主
催
に
よ
る
わ
ん
ぱ
く
相

撲
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

６
月
11
日（

土）

午
前
９

時
～
午
後
０
時
30
分
頃（

受
付
午

前
８
時
30
分）

場
所

大
宝
八
幡
宮（

下
妻
市）

対
象

八
千
代
町
、
下
妻
市
、
筑

西
市
の
小
学
生
男
子

対
戦
形
式

○
個
人
戦（

各
学
年

で
対
戦
。
上
位
４
名
は
県
大
会
出

場
権
を
獲
得）

○
学
校
対
抗
戦（

４

～
６
年
生
で
構
成
３
人
チ
ー
ム）

申
込
期
限

５
月
27
日（

金）

※
６
月
26
日（

日）

に
県
大
会
、

７
月
31
日（

日）

に
全
国
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

わ
ん
ぱ
く
相
撲
下
妻
場
所
運
営

委
員
長

高
橋
敏

０
８
０-

５
０
５
０-

３
１
０
４

日
時

６
月
12
日（

日）

午
前
８

時
出
発

集
合
場
所

中
央
公
民
館
前

行
き
先

益
子
共
販
セ
ン
タ
ー
ほ
か

定
員

40
人（
先
着
順）

参
加
負
担
金

４
８
０
０
円（

体

験
代
、
昼
食
代
等）

申
込
方
法

参
加
費
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

グ
ル
メ
の
会
代
表

野
口

０
９
０-

８
５
８
５-

３
３
０
９

生
以
下
３
０
０
円
、
65
歳
以
上
３

０
０
円
、
親
子
・
夫
婦
等
ペ
ア
６

０
０
円
※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

申
込
場
所

総
合
体
育
館

申
込
期
限

５
月
22
日（

日）

総
合
体
育
館（

月
曜
日
休
館）

48-

２
４
６
９

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

活
躍
で
き
る
指
導
者
を
育
成
す
る

た
め
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
元
気
を
も
ら
い

な
が
ら
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
程

６
月
22
日（

水）

、
29
日

（

水）

、
７
月
６
日（

水）

、
20
日

（

水）

全
４
回

対
象
者

町
内
在
住
で
講
座
終
了

後
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

活
動
で
き
る
方

申
込
期
限

５
月
24
日（

火）

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

（

内
線
３
４
１
０）

対
象
者

母
子
家
庭
の
母
や
父
子

家
庭
の
父
ま
た
は
寡
婦
と
な
り
７

年
以
内
の
方

受
講
種
目

介
護
職
員
初
任
者
研

修
会 ひ

と
り
親
家
庭
等
自
立
促

進
講
習
会

陶
器
作
り
と
酒
蔵
見
学

５月の高齢者相談

介護、福祉などに関するご相

談をお寄せください。

【相談日】５月18日（水）

午前８時30分～午後５時

地域包括支援センター

30-２４００（直通）TEL

第
６
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
下

妻
場
所

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
参
加
者
募
集

TEL

スポーツ少年団団員募集

募集少年団 軟式野球、柔道、サッカー、剣道、ミニ

バスケット、バレー、空手道

対 象 小学１年生～６年生

※中学生でも入団可能な少年団もあります。

入 団 金 ２０００円

申込方法 申込書を記入のうえ入団金を添えてお申し

込みください。

問い合わせ 総合体育館（月曜日休館）℡48-２４６９

食生活改善推進員になりませんか ！

食生活改善推進員は地域の食育アドバイザーとし

て、子どもから高齢者まで、健全な食生活を送るこ

とができるよう食育活動に取り組んでいます。推進

員になるには国が定める規定の講習会を修了するこ

とが必要になります。健康づくりに興味のある方、

食事や料理に関心のある方はぜひご連絡ください。

募集人員 30人程度

講習時間 １年間で20時間程度

受講内容 栄養の基礎知識、調理実習など

申込期限 ６月10日 (金）

※詳細は申込者に通知します。

【推進員の主な活動】

・健康食の普及

・郷土料理や行事食、食文化の継承など

問い合わせ 保健センター ℡48-１９５５
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◇
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
一
部
改
正

町
民
税
及
び
特
別
土
地
保
有
税

の
減
免
申
請
に
つ
い
て
個
人
番
号

の
記
載
を
要
し
な
い
と
す
る
も
の

で
す
。

◇
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（

第
５
号）

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業
費

補
助
金
等
を
盛
り
込
ん
だ
国
の
補

正
予
算
の
成
立
に
伴
い
、
５
０
８

万
２
千
円
増
額
す
る
も
の
で
す
。

◇
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に
伴

い
、
関
係
す
る
条
例
の
整
備
・
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

学
校
教
育
法
の
改
正
に
伴
い
、

小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
の
義
務

教
育
を
一
貫
し
て
行
う「

義
務
教

育
学
校」

が
新
た
な
学
校
の
種
類

と
し
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１６１

３月定例会

平成28年第１回定例会は、３月７日から16日までの10日間の日程で開催されました。

この定例会では、町執行部より平成28年度当初予算をはじめ、条例改正など27議案が提案され、すべての議

案を原案のとおり可決しました。

一般質問は、３月14日と15日に行われ、９人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

平成２８年度一般会計予算総額７９億９３００万円を可決

◇
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

学
校
保
健
安
全
法
の
改
正
及
び

学
習
指
導
要
領
の
変
更
に
よ
る
、

学
校
薬
剤
師
の
業
務
の
増
加
に
伴

い
、
１
校
あ
た
り
の
報
酬
を
年
額

２
万
６
千
円
か
ら
５
万
円
に
改
正

す
る
も
の
で
す
。

◇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
次
の

と
お
り
改
正
す
る
も
の
で
す
。

（

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
適
用）

若
年
層
に
重
点
を
お
い
た
給
料

表
の
改
定（

平
均
０
・
４
％
引
上

げ）

（

平
成
27
年
12
月
１
日
か
ら
適
用）

民
間
の
支
給
割
合
に
見
合
う
よ

う
、勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
０
・

１
月
分
引
上
げ

（

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
適
用）

勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
の
０
・

１
月
引
上
げ
分
を
、
６
月
期
と
12

月
期
に
均
等
に
配
分
す
る
。

◇
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に

旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
一
般
職

の
給
与
条
例
改
定
に
準
じ
、
次
の

と
お
り
改
正
す
る
も
の
で
す
。

（

平
成
27
年
12
月
１
日
か
ら
適
用）

期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
０
・

１
月
分
引
上
げ

（

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
適
用）

期
末
手
当
の
支
給
月
数
の
０
・

１
月
引
上
げ
分
を
、
６
月
期
と
12

月
期
に
均
等
に
配
分
す
る
。

◇
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

◇
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、

基
準
等
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

●

専
決
処
分
事
項
承
認

●

条

例

会 計 区 分 ３ 月 補 正 額 補 正 後 総 額

一 般 会 計 1億4千209万6千円 80億1千203万2千円

国 民 健 康 保 険 3千881万5千円 37億4千283万1千円

介護（保険事業） △5千982万5千円 16億2千728万3千円

介護（介護ｻｰﾋﾞｽ） △47万8千円 848万8千円

区 画 整 理 △963万4千円 1億8千769万3千円

農 業 集 落 排 水 △3億3千159万7千円 7億7千464万7千円

下 水 道 △76万4千円 4億1千875万7千円

後期高齢者医療 △474万1千円 1億6千128万3千円

水 道 事 業 会 計

３条予算（収益的収入及び支出）

・収入：307万7千円を増額し，収入合計を4億7千

40万2千円とするもの

・支出 466万8千円を減額し，支出合計を3億8千

729万9千円とするもの

４条予算（資本的収入及び支出）

・支出：776万4千円を減額し，支出合計を9千815

万1千円とするもの

●
平
成
27
年
度
補
正
予
算
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第１回定例会における議案等の審議結果

１

若
い
人
が
定
住
で
き
る「

し
ご
と」

を
つ
く
る

○
新
規
学
卒
者
雇
用
促
進
奨
励
金
交
付

事
業

・
・
・
３
０
０
万
円

○
社
宅
・
社
員
寮
整
備
支
援
事
業

・
・
・
４
０
０
万
円

２

八
千
代
町
へ
の
新
し
い「

ひ
と」

の

流
れ
を
つ
く
る

○
転
入
者
住
ま
い
応
援
事
業

・
・
・
９
０
０
万
円

○
Ｉ
タ
ー
ン
者
軽
自
動
車
購
入
支
援
事
業

・
・
・
２
０
０
万
円

○
新
婚
家
庭
家
賃
助
成
事
業

・
・
・
２
４
０
万
円

３

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ

る「

ま
ち」

を
つ
く
る

○
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

会
員
登
録
推
進
事
業

・
・
・
・
２
０
万
円

○
不
妊
治
療
助
成
事
業

・
・
・
１
０
０
万
円

○
病
後
児
保
育
事
業・

・
・
３
０
０
万
円

４

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
と
魅

力
あ
る
地
域
を
つ
く
る

○
総
合
防
災
訓
練
の
実
施

・
・
・
・
５
０
万
円

○
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業

・
・
・
３
０
０
万
円

会 計 区 分 本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 増 減 率

一 般 会 計 79億9千300万円 74億4千400万円 7.4％

国 民 健 康 保 険 33億539万円 36億1千56万8千円 △8.5％

後期高齢者医療 1億6千305万4千円 1億6千602万4千円 △1.8％

介護（保険事業） 16億8千704万5千円 16億5千48万1千円 2.2％

介護（介護ｻｰﾋﾞｽ） 818万9千円 801万円 2.2％

区 画 整 理 1億7千308万円 1億8千325万5千円 △5.6％

農 業 集 落 排 水 5億4千391万5千円 11億624万4千円 △50.8％

下 水 道 4億5千13万9千円 4億1千952万1千円 7.3％

水 道 事 業 会 計

３条予算（収益的収入及び支出）

・収入 4億6千781万8千円 (前年度4億6千732万5千円) 対前年度0.1％増

・支出 3億8千821万2千円 (前年度3億9千196万7千円) 対前年度1.0％減

４条予算（資本的収入及び支出）

・収入 0円 (前年度0円)

・支出 7千545万7千円 (前年度1億591万5千円) 対前年度28.8％減

※不足額7千545万7千円は、消費税及び地方消費税資本的収支調整額、損益

勘定留保資金、減債積立金で補填

◇平成28年度 当初予算◇

審 議 内 容

議席 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 10 13 14 議
長

平成27年度八千代町一般会計補正予算（第5号）の専決処分事項の

承認を求めることについて
可決 ○ ○ ○ ○ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

11

○

○

審
議
結
果

増
田

光
利

国
府
田
利
明

大
里

岳
史

廣
瀬

賢
一

大
久
保
弘
子

上
野

政
男

中
山

勝
三

生
井

和
巳

水
垣

正
弘

小
島

由
久

大
久
保
敏
夫

湯
本

直

大
久
保

武

平成28年度八千代町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成28年度八千代町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成28年度八千代町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成28年度八千代町介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

12

宮
本

直
志

○

○

○

○

○

○

※今定例会で審議された議案等のうち、意見の分かれた案件のみ、上記の一覧表に掲載しています。なお、記載のない議案

等については、「全会一致（全員が賛成）で可決または承認」しています。審議の詳しい内容は、議会のホームページの会

議録（５月下旬頃掲載予定）をご覧ください。

◇
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の

選
挙
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
々

が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

◎
選
挙
管
理
委
員（

４
名）

河
口

忠
之
氏（
川

尻）

か
わ
ぐ
ち

た

だ

し

馬
塲

健
章
氏（
水

口）

ば

ば

け
ん
し
ょ
う

安
江

宣
通
氏（

久
下
田）

や

す

え

よ
し
み
ち

稲
村

信
義
氏（

伊
勢
山）

い
な
む
ら

の
ぶ
よ
し

◎
補
充
員（

４
名）

一
、
小
竹

貞
男
氏(

東
蕗
田)

こ

た

け

さ

だ

お

二
、
片
平

博
氏(

久
下
田)

か
た
ひ
ら

ひ
ろ
し

三
、
猪
瀬

誠
氏（

片

角）

い

の

せ

ま
こ
と

四
、
吉
田

安
夫
氏（

天
王
木
番
田）

よ

し

だ

や

す

お

◇
町
道
路
線
の
認
定

道
路
整
備
事
業
及
び
中
央
土
地

区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、
若
・
菅

谷
地
内
の
町
道
３
路
線
を
認
定
す

る
も
の
で
す
。

●

人

事

●

そ
の
他

◇
平
成
28
年
度
当
初
予
算

主
な
新
規
事
業
◇

（

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略）
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水垣 正弘議員

小島 由久議員

待
し
て
い
る
関
連
企
業
進
出
も
難

し
く
な
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
答
弁
を

求
め
ま
す
。

町

長

福
利
厚
生
施
設
を
計
画

し
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す

が
、
日
野
自
動
車
工
業
高
校
の
新

設
な
ど
の
具
体
的
な
話
は
、
ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル
も
含
め
て
、
ま
だ
示
さ

れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
り
ま

す
。道

路
網
が
整
備
さ
れ
れ
ば
具
体

的
な
整
備
の
話
が
進
め
ら
れ
る
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
親
会
社
の
ト
ヨ
タ
自
動

車
と
も
日
野
自
動
車
を
通
じ
て
接

触
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、直
接
、

日
野
自
動
車
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

た
関
係
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

一
部
改
定（

水
口
地
区）

に
つ
い
て

茨
城
県
は
、
人
口
当
た
り
の
車

両
盗
難
発
生
件
数
全
国
ワ
ー
ス
ト

１
位
で
あ
り
、
特
に
県
南
・
県
西

地
域
で
多
発
し
て
お
り
ま
す
。
近

年
、
農
業
用
車
両
の
盗
難
が
増
加

傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
が
、
当
町

で
の
車
両
別
の
盗
難
被
害
件
数
を

お
伺
い
し
ま
す
。

ま
た
、
防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
る
犯

罪
の
抑
止
力
、
犯
罪
行
為
の
記
録

が
事
件
を
減
ら
す
た
め
に
は
有
効

な
手
段
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

当
町
で
の
設
置
計
画
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

総
務
課
長

平
成
27
年
中
の
当
町

で
の
盗
難
件
数
に
つ
き
ま
し
て

は
、
普
通
車
が
３
台
、
ト
ラ
ッ
ク

類
が
13
台
、ト
ラ
ク
タ
ー
が
７
台
、

オ
ー
ト
バ
イ
が
２
台
、
自
転
車
が

５
台
、
合
計
で
30
台
の
被
害
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。

防
犯
体
制
の
強
化
を
図
る
た

め
、
創
生
総
合
戦
略
の
一
環
と
し

て
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業
に
よ

り
、
町
内
の
公
共
施
設
及
び
主
要

道
路
へ
の
カ
メ
ラ
の
設
置
を
推
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

筑
西
幹
線
道
路
の
当
町
に
お
け

る
進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定
に
つ

い
て
、
ま
た
、
今
後
開
発
が
期
待

さ
れ
る
水
口
地
区
周
辺
に
お
け
る

通
過
ポ
イ
ン
ト
と
住
民
へ
の
説
明

会
は
い
つ
頃
行
う
予
定
な
の
か
お

伺
い
し
ま
す
。

都
市
建
設
課
長

平
成
25
年
度
か

ら
町
・
県
と
も
に
用
地
交
渉
に
着

手
し
ま
し
た
。
現
在
の
当
町
に
お

け
る
用
地
交
渉
の
進
捗
状
況
で
あ

り
ま
す
が
、
地
権
者
12
名
か
ら
、

町
の
用
地
買
収
計
画
面
積
の
約
86

％
に
あ
た
る
約
５
千
２
３
０
㎡
の

用
地
買
収
契
約
の
締
結
を
し
て
お

り
ま
す
。

県
の
進
捗
状
況
は
、
地
権
者
73

名
か
ら
、
県
分
の
用
地
買
収
計
画

面
積
の
約
95
％
に
あ
た
る
約
７
万

３
千
㎡
の
用
地
買
収
契
約
の
締
結

を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年

度
に
西
大
山
地
内
に
お
い
て
工
事

車
両
等
の
進
入
路
確
保
の
た
め
、

砕
石
舗
装
に
よ
る
道
路
改
良
工
事

約
２
０
０
ｍ
の
工
事
が
発
注
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
28
年
度
の
事
業
計
画
で
す

が
、
町
に
お
い
て
は
引
き
続
き
用

地
買
収
を
進
め
る
予
定
で
あ
り
、

町
が
施
工
す
る
工
事
に
つ
い
て
は

平
成
29
年
度
以
降
に
な
る
見
込
み

で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
水
口
行
政
区
周
辺
の
通

過
ポ
イ
ン
ト
で
す
が
、
古
河
名
崎

工
業
団
地
内
の
４
車
線
道
路
か
ら

見
通
し
ま
す
と
水
口
地
内
の
大
友

運
送
株
式
会
社
付
近
か
ら
増
山
養

鶏
場
付
近
の
区
間
に
お
い
て
接
道

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
県
に
お

け
る
説
明
会
に
つ
い
て
は
、
４
月

以
降
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

か
、
町
長
の
答
弁
を
求
め
ま
す
。

町

長

昨
年
の
一
連
の
報
道
に

つ
き
ま
し
て
は
、
大
変
お
騒
が
せ

を
い
た
し
ま
し
た
。
私
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
事
実
無
根
の
事
で
ご

ざ
い
ま
し
て
、
残
念
に
思
っ

て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
き

ま
し
て
も
、
こ
の
度
策
定
し
ま
し

た「

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略」

、「

八
千
代
町
人
口
ビ

ジ
ョ

ン」

に
基
づ
き
ま
し
て
、
町

の
特
性
を
最
大
限
活
か
し
た
、
魅

力
の
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
、私
も
、

町
政
に
ま
い
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

名
崎
工
業
団
地
に
隣
接
す
る
水

口
地
区
に
お
い
て
、
日
野
自
動
車

工
業
高
校
が
新
設
さ
れ
る
と
い
う

話
を
聞
き
ま
す
。
日
野
自
動
車
に

確
認
し
、
高
校
新
設
に
向
け
て
積

極
的
に
協
議
を
行
う
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
非
常
に
残
念
な
話
で
あ

り
ま
す
が
、
町
長
の
強
制
わ
い
せ

つ
告
訴
問
題
等
に
よ
り
、
日
野
自

動
車
工
業
高
校
建
設
地
が
名
崎
小

学
校
跡
地
に
変
更
に
な
っ
た
と
の

話
も
同
時
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。

本
当
で
あ
っ

た
な
ら
、
当
町
で
期

強
制
わ
い
せ
つ
告
訴
問
題
、
歌

手
に
対
す
る
軽
率
な
行
為
に
よ

り
、
八
千
代
町
民
を
騒
が
し
、
全

国
に「

八
千
代
町」

と
い
う
名
前

に
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
町
長

の
責
任
は
重
大
で
あ
り
ま
す
。

町
長
は
ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ

回
復
・
名
誉
挽
回
す
る
考
え
な
の

町
政
を
問
う

！

一
般
質
問
９
名
が
登
壇

開発が期待される水口地区

防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
増
を

町
の
イ
メ
ー
ジ
を
ダ
ウ
ン
さ
せ
た
町
長
の
責
任
に
つ
い
て
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廣瀬 賢一議員

生井 和巳議員

が
希
望
を
実
現
し
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
の

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

当
町
で
の
不
登
校
の
状
況
と
対

応
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
ま

た
、
不
登
校
の
要
因
の
一
つ
で
あ

る
い
じ
め
の
把
握
と
対
策
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

学
校
教
育
課
長

町
内
に
お
け
る

30
日
以
上
の
欠
席
者
は
２
名
で
、

う
ち
１
名
は
、
９
月
か
ら
ほ
と
ん

ど
欠
席
の
な
い
状
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。
不
登
校
関
係
の
対
策
と
し

て
、
毎
月
、
各
学
校
か
ら
児
童
生

徒
に
対
す
る
援
助
指
導
報
告
を
受

け
、
学
期
ご
と
に
、
生
徒
指
導
連

絡
協
議
会
を
開
き
、
情
報
を
共
有

し
、指
導
改
善
を
図
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、い
じ
め
の
認
知
件
数
は
、

２
学
期
の
調
査
で
は
、
小
学
校
48

件
、
中
学
校
４
件
、
合
計
52
件
で

し
た
。
す
べ
て
解
消
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
11
件
に
つ
い
て
は
継
続
し

て
支
援
し
て
い
る
状
況
で
す
。
対

策
と
し
て
、

「

学
校
い
じ
め
防
止
基

本
方
針」

を
策
定
し
、
対
策
の
た

め
の
組
織
を
設
置
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
診
療
所
の
受
付
時
間
に
つ
い
て

育
て
ら
れ
る
町
づ
く
り
へ
の
取
組

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
具
体

的
な
支
援
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

福
祉
保
健
課
長

町
の
新
規
事
業

と
し
て
、
不
妊
治
療
助
成
事
業
、

病
後
児
保
育
事
業
、
ひ
と
り
親
家

庭
等
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料

助
成
事
業
を
平
成
28
年
度
か
ら
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

産
業
振
興
課
長

い
ば
ら
き
出
会

い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
茨
城
県

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
、
八
千
代

町
結
婚
相
談
員
等
と
連
携
し
、
結

婚
支
援
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

企
画
財
政
課
長

総
合
戦
略
に
基

づ
き
、
若
者
の
結
婚
に
対
す
る
機

運
の
醸
成
、
意
識
啓
発
を
図
る
た

め
、
結
婚
・
子
育
て
応
援
企
業
の

普
及
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町

長

若
者
の
出
会
い
の
場
の

創
出
や
結
婚
支
援
、
妊
娠
か
ら
出

産
、子
育
て
へ
の
切
れ
目
の
な
い
、

き
め
細
か
な
支
援
、
女
性
が
い
き

い
き
と
活
躍
で
き
る
地
域
づ
く
り

の
推
進
な
ど
、
結
婚
を
望
む
若
者

し
て
い
ま
す
。
決
定
次
第
、
広
報

紙
や
回
覧
、
ま
た
行
政
区
長
さ
ん

等
を
通
じ
て
住
民
の
参
加
要
請
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

都
市
建
設
課
長

漏
水
箇
所
の
工

事
に
つ
い
て
は
、
大
渡
戸
、
高
崎

地
区
に
お
い
て
、
平
成
27
・
28
年

度
の
２
カ
年
継
続
事
業
と
し
て
、

堤
防
の
か
さ
上
げ
・
拡
幅
等
の
堤

防
整
備
工
事
の
発
注
が
な
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。

危
険
箇
所
の
堤
防
か
さ
上
げ
、

拡
幅
工
事
に
つ
い
て
は
、
町
内
の

鬼
怒
川
堤
防
及
び
排
水
樋
管
施
設

等
の
全
施
設
が
対
象
と
な
っ

て
い

ま
す
。
現
地
調
査
、
測
量
等
を
速

や
か
に
実
施
し
、
危
険
箇
所
に
つ

い
て
は
、
平
成
32
年
度
ま
で
に
堤

防
強
化
対
策
工
事
が
施
工
さ
れ
る

計
画
で
す
。

ま
た
、
用
地
取
得
等
が
必
要
な

区
域
に
つ
い
て
は
、
下
館
河
川
事

務
所
に
お
い
て
、
随
時
、
地
元
説

明
会
を
開
催
し
、
関
係
地
権
者
の

用
地
買
収
・
物
件
移
転
補
償
等
の

協
力
を
得
て
、
工
事
を
施
工
す
る

と
の
こ
と
で
す
。

町

長

河
川
管
理
者
、
県
、
市

町
等
が
連
携
・
協
力
し
て
、
減
災

の
た
め
の
目
標
を
共
有
し
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
対
策
を
一
体
的
、
計

画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
発
足
し
た「

鬼
怒
川
・
小
貝

川
下
流
域
に
お
け
る
減
災
対
策
協

議
会」

に
お
い
て
も
、
積
極
的
に

働
き
か
け
を
行
い
、
安
全
・
安
心

な
町
づ
く
り
を
よ
り
一
層
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

鬼
怒
川
緊
急
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
関
東
・
東
北
豪
雨
で
大
き

な
被
害
を
受
け
た
鬼
怒
川
下
流
域

に
お
い
て
、
事
業
費
５
８
０
億
円

を
か
け
、
５
年
間
で
整
備
す
る
治

水
対
策
事
業
で
あ
り
ま
す
。

当
町
も
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
国
交
省
よ
り
工
事
に
関
す

る
具
体
的
な
説
明
、
町
に
対
し
て

の
協
力
依
頼
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
地
元
住
民

へ
の
説
明
会
の
時
期
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

ま
た
、
堤
防
整
備
に
伴
う
耕
作

地
や
宅
地
等
の
買
収
、
家
屋
の
移

転
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
伺
い
ま

す
。

総
務
課
長

２
月
下
旬
に
下
館
河

川
事
務
所
か
ら
、
事
業
説
明
会
の

開
催
協
力
依
頼
が
あ
り
、
協
議
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
な
お
、
現
時
点
で
の
予
定
は
、

４
月
下
旬
に
住
民
説
明
会
を
計
画

鬼
怒
川
緊
急
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
に
お
い
て
、
若
者
の
定
住

促
進
や
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み鬼怒川緊急対策プロジェクト着手式

地
方
創
生
に
お
け
る
若
者
支
援
に
つ
い
て
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さ
せ
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
で

す
。地

域
農
産
物
の
地
産
地
消
を
進

め
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
、
米
の

消
費
拡
大
に
繋
が
る「

米
ゲ
ル
、

米
粉」

を
利
用
し
た
６
次
産
業
化

が
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
当

町
に
お
け
る
取
組
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

産
業
振
興
課
長

基
幹
産
業
で
あ

り
ま
す
農
業
を
持
続
さ
せ
て
い
く

た
め
に
は
、
農
産
物
の
６
次
産
業

化
の
推
進
は
大
変
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
６
次
産
業
化
の
取
組
に

つ
い
て
は
、
農
業
者
や
民
間
事
業

者
等
か
ら
の
相
談
に
対
し
て
、
茨

城
県
農
林
振
興
公
社
に
設
置
さ
れ

て
い
る
、
６
次
産
業
化
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、
６
次
産
業

化
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
派
遣
し
、助
言
・

指
導
を
行
い
、
取
組
を
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町

長

当
町
に
お
き
ま
し
て

も
、
地
域
の
農
業
振
興
は
非
常
に

重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
の
で
、

農
産
物
等
の
地
域
資
源
を
活
用
し

て
、
町
の
特
産
品
が
開
発
さ
れ
る

よ
う
、
今
後
も
推
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
国
保
税
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
28
年
度
は
子
育
て

支
援
策
に
重
点
を
置
い
た
予
算
編

成
が
各
自
治
体
で
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
当
町
で
の
取
組
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

福
祉
保
健
課
長

児
童
手
当
受
給

者
１
千
６
３
０
名
の
う
ち
、
世
帯

収
入
合
算
額
３
０
０
万
円
未
満
の

世
帯
数
は
、
３
６
２
名
で
、
22
％

と
い
う
割
合
を
占
め
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
ひ
と
り
親
世
帯
に
つ

い
て
は
２
７
２
名
、
17
％
を
占
め

て
お
り
ま
す
。

町

長

八
千
代
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
お
き
ま

し
て
、

『

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る「

ま
ち」

を
つ
く
る』

こ
と
を
目
標
に
掲
げ
ま
し
て
、
そ

の
中
で
、
経
済
的
な
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
支
援
策
の
充
実
を

図
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
他
の
自
治
体
で
実
施
さ

れ
て
い
る
施
策
に
つ
き
ま
し
て

も
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

自
立
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
当
町
に
と
っ
て
、
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
を
ど
う
守
り
、
発
展

大久保 弘子議員

大久保 敏夫議員

す
。町

長
の
守
秘
義
務
に
つ
い
て
申

し
上
げ
る
。
町
長
の
職
に
あ
る
者

は
、
町
内
に
お
け
る
個
人
情
報
を

全
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
も

一
時
期
、
そ
の
立
場
に
あ
っ

た
の

で
、
い
ま
だ
に
墓
場
ま
で
持
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
を

何
十
と
な
く
持
ち
え
て
い
る
。

前
回
の
私
の
一
般
質
問
に
対

し
、
町
長
は
、
職
務
上
知
り
え
た

個
人
の
秘
密
を
他
人
に
漏
ら
し
た

こ
と
は
な
い
と
答
弁
し
て
い
る
。

し
か
し
、
明
ら
か
に
個
人
情
報
を

漏
え
い
し
た
と
い
う
結
果
が
出
た

と
き
に
は
、
今
の
職
を
辞
す
る
考

え
が
あ
る
の
か
。
こ
れ
は
大
事
な

事
で
あ
る
。
も
し
、
役
場
の
保
有

し
て
い
る
個
人
情
報
が
漏
え
い
し

た
ら
ど
う
な
る
の
か
。
よ
く
考
え

て
答
弁
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町

長

当
町
に
お
い
て
は
、
個

人
情
報
保
護
法
の
第
５
条
、

「

地
方

公
共
団
体
の
責
務」

の
規
定
、
及

び「

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律」

に

準
じ
て
、
平
成
17
年
３
月
25
日
に

「

八
千
代
町
個
人
情
報
保
護
条
例」

を
制
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

強
制
わ
い
せ
つ
罪
で
告
訴
さ
れ

た
事
件
に
つ
い
て
、
町
長
は
昨
年

６
月
の
記
者
会
見
の
場
で
、

「

ね
つ

造
で
あ
り
、
事
実
無
根
で
あ
る
。

弁
護
士
と
相
談
し
て
名
誉
毀
損
で

告
訴
す
る
。」

と
言
っ
て
い
た
が
、

そ
の
後
、
名
誉
毀
損
で
訴
え
て
あ

る
の
か
。

ま
た
、
昨
年
10
月
末
に
書
類
送

検
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
の

後
の
町
長
に
対
す
る
何
ら
か
の
変

化
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
お
聞

き
し
た
い
。

町

長

ご
質
問
の
一
連
の
件
に

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

検
察
の
判
断
を
慎
重
に
見
守
っ
て

い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
理

解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
告
訴
等
に
お
き
ま
し
て

は
、
司
法
の
判
断
が
下
り
ま
し
た

ら
、
然
る
べ
き
法
的
措
置
を
取
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

町
長
の
告
訴
事
件
・
守
秘
義
務
に
つ
い
て

子
ど
も
の
貧
困
と
格
差
の
拡
大

が
深
刻
に
な
っ

て
き
て
お
り
ま

す
。
家
庭
の
経
済
事
情
に
よ
り
、

子
ど
も
の
教
育
に
格
差
が
生
じ
な

い
よ
う
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
で
す
。
そ
こ
で
、
当
町

の
年
収
３
０
０
万
円
未
満
の
世
帯

数
、
ひ
と
り
親
世
帯
数
に
つ
い
て

こ
の
条
例
の
規
定
に
従
い
、
個

人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に
つ
い

て
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と

も
に
、個
人
情
報
の
保
護
を
図
り
、

も
っ

て
個
人
の
権
利
及
び
利
益
の

侵
害
を
未
然
に
防
止
し
、
個
人
の

尊
厳
の
確
保
と
町
民
の
基
本
的
人

権
の
擁
護
に
資
す
る
よ
う
努
め
て

お
り
ま
す
。

私
は
、
機
密
漏
え
い
し
た
覚
え

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
問
題
に
つ
い
て
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町
長
の
強
制
わ
い
せ
つ
告
訴
事

件
に
つ
い
て
、
私
が
問
題
視
し
て

い
る
こ
と
は
、
実
際
に
そ
の
よ
う

な
行
為
を
し
た
か
ど
う
か
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
政
治
家
、
公
職

の
立
場
に
い
る
者
が
、
そ
の
よ
う

な
容
疑
を
か
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
行
動
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
な
い

現
状
の
ま
ま
で
小
中
学
校
の
教
育

上
の
影
響
や
公
務
に
支
障
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
再
三
質

問
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
町
民
や
議
会
に
対
し
て
説
明

を
し
な
い
理
由
を
お
聞
き
し
ま

す
。

教
育
長

今
回
の
質
問
に
つ
き
ま

し
て
は
、
教
育
長
と
し
て
の
職
務

権
限
外
で
あ
り
ま
す
の
で
、
答
弁

は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

副
町
長

現
在
の
と
こ
ろ
は
、
検

察
の
判
断
を
慎
重
に
見
守
っ

て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

町

長

現
在
の
と
こ
ろ
検
察
の

判
断
を
慎
重
に
見
守
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
適
切
な
判

断
が
下
り
ま
し
た
ら
、
然
る
べ
き

対
応
を
と
っ

て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
個
人
情
報
保
護
条
例
に
つ
い
て

昨
年
、
安
静
小
学
校
の
運
動
会

は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
状
態
が
悪
く
、

町
内
５
校
の
う
ち
、
唯
一
１
日
遅

れ
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
私

の
も
と
に
は
、
保
護
者
の
方
々
か

ら
開
催
日
の
遅
れ
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
つ
い
て
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
、
後
日
、
町
長
に
整

備
を
依
頼
し
た
次
第
で
あ
り
ま

す
。平

成
28
年
度
予
算
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
改
良
工
事
が
計
上
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
具
体
的
な
工
事
の
日
程

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

学
校
教
育
課
長

秋
の
運
動
会
ま

で
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
完
了

さ
せ
る
計
画
で
お
り
ま
す
。
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
体
育
の
授
業
が
あ

り
、
し
か
も
児
童
の
安
全
確
保
が

優
先
さ
れ
ま
す
の
で
、
基
本
的
に

は
夏
休
み
期
間
中
で
の
工
事
に
な

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

安
静
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
つ
い
て

ま
た
、
平
穏
な
時
に
、
し
っ
か

り
避
難
訓
練
や
防
災
教
育
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。
学
校
、
行
政

で
の
取
組
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
お
伺
い
し
ま
す
。

次
に
、災
害
時
の
緊
急
避
難
に
、

第
三
者
の
支
援
を
必
要
と
す
る
要

援
護
者
は
何
人
い
る
の
か
、
お
聞

き
し
ま
す
。
ま
た
、
避
難
行
動
要

援
護
者
の
個
別
計
画
や
要
援
護
者

名
簿
に
つ
い
て
、
当
町
で
の
作
成

状
況
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

総
務
課
長

自
治
体
間
に
お
け
る

相
互
応
援
協
定
が
、
現
在
５
件
、

民
間
事
業
者
等
と
の
協
定
と
し
て

は
、
災
害
時
応
急
対
策
業
務
が
２

件
、
物
資
供
給
が
５
件
、
緊
急
救

援
物
資
輸
送
が
１
件
、
郵
政
事
業

に
係
わ
る
災
害
特
別
事
務
及
び
避

難
場
所
提
供
が
１
件
、
医
療
救
護

が
１
件
の
、
合
わ
せ
て
15
件
で
あ

り
ま
す
。
引
き
続
き
災
害
の
発
生

に
備
え
、
協
定
内
容
の
見
直
し
と

幅
広
い
業
種
と
の
拡
充
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

学
校
教
育
課
長

各
学
校
毎
に
地

域
の
特
性
や
児
童
生
徒
等
の
実
態

に
応
じ
た「

学
校
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル」
を
作
成
し
、
災
害
時
の
対
応

に
対
処
で
き
る
よ
う
準
備
を
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
や
地

域
住
民
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
学
期
ご
と
の
避
難
訓
練
や
災

害
時
の
児
童
引
渡
し
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。

福
祉
保
健
課
長

要
支
援
者
数

は
、
高
齢
者
１
千
６
０
２
人
、
障

が
い
者
４
５
１
人
、
乳
幼
児
９
４

２
人
、
ま
た
要
介
護
者
２
９
５
人

と
な
っ
て
お
り
、
合
計
で
３
千
２

９
０
人
で
す
。

平
成
25
年
６
月
の
災
害
対
策
基

本
法
の
法
改
正
に
よ
り
、
本
人
同

意
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
対
象

者
を
網
羅
し
た
名
簿
を
作
成
す
る

よ
う
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
現

在
、
地
域
防
災
計
画
の
改
正
と
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作
成
を

同
時
進
行
で
進
め
て
お
り
ま
す
。

町

長

平
成
28
年
度
に
お
き
ま

し
て
は
、
総
合
戦
略
事
業
の
一
環

と
し
て
総
合
防
災
訓
練
の
実
施

や
、
防
災
士
の
育
成
な
ど
、
ま
た
、

防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
の

機
会
の
提
供
な
ど
、
行
政
区
や
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
な
ど
を

通
じ
て
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

先
の
大
震
災
を
契
機
と
し
て
、

自
治
体
間
や
民
間
事
業
者
と
災
害

時
応
援
協
定
を
結
ぶ
取
組
が
一
段

と
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
当
町

に
お
け
る
現
状
に
つ
い
て
、
お
尋

ね
い
た
し
ま
す
。

整備予定の安静小グラウンド

防

災

対
策

に

つ

い
て
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増田 光利議員

体
単
位
で
新
た
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
作
成
し
た
う

え
で
、
再
度
住
民
の
皆
様
に
も
配

布
・
周
知
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
避
難
所
に
お
け
る
良
好

な
生
活
環
境
を
確
保
し
、
被
災
者

の
避
難
生
活
に
対
す
る
き
め
細
や

か
な
支
援
が
実
施
で
き
る
よ
う
、

生
活
用
品
や
情
報
機
器
を
含
む
備

蓄
品
に
つ
い
て
も
検
討
・
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
当
町
に
お
い
て
の
防
災

無
線
情
報
を
直
接
受
信
す
る
個
別

受
信
機
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
定

の
周
波
数
に
よ
る
放
送
と
な
る
た

め
一
般
的
な
防
災
ラ
ジ
オ
で
は
受

信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
国
や
メ
ー
カ
ー
の
動
向
、
ま

た
、
新
た
な
情
報
伝
達
方
法
等
を

見
据
え
た
中
で
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町

長

先
月
、
鬼
怒
川
・
小
貝

川
下
流
域
大
規
模
氾
濫
に
関
す
る

減
災
対
策
協
議
会
に
出
席
し
ま
し

た
。
私
も
、
鬼
怒
川
だ
け
で
な
く
、

中
小
河
川
の
整
備
に
つ
い
て
も
早

急
に
対
応
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要

望
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
合
わ
せ
て
、
鬼
怒
川

緊
急
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
る

河
川
整
備
へ
の
着
手
に
つ
い
て
も

強
く
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
の
思
い
を
集
約

し
、
積
極
的
に
八
千
代
町
の
意
見

と
し
て
提
言
し
、
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
町
づ
く
り

に
心
が
け
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
太
陽
光
発
電
施
設
建
設
に
関
す

る
問
題
に
つ
い
て

昨
年
の
水
害
で
問
題
に
な
っ
た

こ
と
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
指
定

の
避
難
所
が
、
鬼
怒
川
が
決
壊
し

た
際
に
浸
水
す
る
場
所
で
あ
っ
た

こ
と
で
す
。
改
訂
す
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
計
画
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

ま
た
、
実
際
に
避
難
さ
れ
た
方

か
ら
、
避
難
所
に
お
け
る
情
報
提

供
の
不
備
に
つ
い
て
不
満
の
声
が

挙
が
り
ま
し
た
。
今
後
、
防
災
計

画
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

高
齢
者
に
と
っ
て
、
防
災
無
線

は
聞
き
取
り
に
く
い
と
非
常
に
不

評
で
す
。
無
線
の
内
容
を
受
信
す

る
防
災
ラ
ジ
オ
を
導
入
す
る
考
え

は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

総
務
課
長

国
土
交
通
省
で
は
有

識
者
委
員
会
を
発
足
し
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
在
り
方
が
再
検
討
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
広
域

避
難
も
含
め
た
う
え
で
、
各
自
治

鬼
怒
川
水
害
問
題
に
つ
い
て

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？

よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん

に
、
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
議
会
傍
聴
や
施
設

見
学
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

各
種
団
体
や
学
校
の
社
会
科
見
学

な
ど
に
お
取
り
入
れ
く
だ
さ
い
。

次
の
定
例
会
は
６
月
に
行
い
ま

す
。
詳
し
い
日
程
は
５
月
下
旬
に

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

【

問
い
合
わ
せ】

議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ（

48）

１
１
１
１

内
線
４
１
１
０

受付簿に住所と氏名を記入し

傍聴券を取り入場してください

傍聴席から見た議場の様子

傍
聴
す
る
時
の
お
願
い

！

議
会
の
秩
序
維
持
や
円
滑
な
議
会

運
営
の
た
め
に
、
次
の
事
項
を

守
っ

て
く
だ
さ
い
。

・

議
場
に
お
け
る
言
論
に
対
し
拍
手

そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
公
然
と
可

否
を
表
明
し
な
い
こ
と
。

・

談
論
し
、
放
歌
し
、
高
笑
し
、
そ

の
他
騒
ぎ
立
て
な
い
こ
と
。

・

飲
食
又
は
喫
煙
を
し
な
い
こ
と
。

・

傍
聴
席
に
お
い
て
写
真
、
映
画
等

を
撮
影
し
又
は
録
音
等
を
し
て
は

な
ら
な
い
。

（

八
千
代
町
議
会
傍
聴
規
則
よ
り
抜
粋）

議員が議長の許可を得

て、本会議で行う質問の

ことです。

議会の豆知識

一般質問

行政全般にわたって事務の執行状況、将来

に対する方針等について質問し、執行機関よ

り報告・説明等を求めるものです。

住民から重大な関心と期待を持たれている

事を町政に問いかけ、議員自らの政策提言を

行い、政治姿勢を示すことができる大事な議

員活動の場です。

質問する議員も受ける執行機関も、ともに

十分な準備が必要なため、通告制を採用して

おり、一般質問を行う場合には、通告書に要

旨を記入し、事前に議長に提出します。
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◇

研

修

視

察

報

告

◇

去
る
、
１
月
28
日
に
実
施
し
た
議
員
研
修
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
埼
玉
県
行
田
市
の
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
利
根
導
水
総
合
事
務
所
に
お
い
て
、
首
都
圏
の
慢

性
的
な
水
不
足
の
解
消
を
図
る
導
水
事
業
、
利
根
川
中
流
部
に
展
開
す
る
水
田
へ
安
定
的
に
農
業
用
水
を
供

給
す
る
取
水
事
業
、
隅
田
川
の
河
川
浄
化
、
ま
た
大
規
模
地
震
へ
の
備
え
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
案
内
さ
れ
た
機
械
操
作
室
で
は
、
東
京
都
・
埼
玉
県
・
群
馬
県
、
１
都
２
県
に
ま
た
が
る
長
大
な

水
路
施
設
が
大
型
モ
ニ
タ
ー
に
表
示
さ
れ
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
水
量
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
を
拝
見

い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
加
須
市
の
大
利
根
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
視
察
し
ま
し
た
。
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
ス
ー
パ
ー

堤
防
の
上
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
洪
水
時
の
水
防
活
動
及
び
緊
急
復
旧
活
動
の
拠
点
と
な
る
施
設
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
昭
和
22
年
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
に
よ
り
利
根
川
が
決
壊
し
た
場
所
で
も
あ
り
、
未
曾
有
の
被
害

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
決
壊
口
跡
碑
に
は
過
去
の
治
水
に
対
す
る
戒
め
が
記
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

近
年
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
集
中
豪
雨
が
頻
発
す
る
か
と
思
え
ば
、
少

雨
に
よ
る
水
不
足
が
生
じ
る
な
ど
、
治
水
・
利
水
へ
の
対
策
は
難
し
さ
を
増
し
て
き
て
お
り
、
治
水
・
利
水

対
策
の
重
要
性
を
再
確
認
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
を
活
か
し
、
今
後
、
鬼
怒
川
の
整
備
計
画
を
推
進

す
る
う
え
で
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
研
修
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
町
執
行
部
の
皆
様
を
は
じ
め
、
時
間
を
割
い
て
研
修
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
対
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
、
議
会
議
員
研
修
の
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

去
る
２
月
６
日
に
、

茨
城
県
町
村
議
会
議

長
会
か
ら
、
永
年
に
わ

た
る
地
方
自
治
功
労

者
と
し
て
、
小
島
由
久

議
員
、
水
垣
正
弘
議
員

（

議
員
在
職
20
年
以

上）

、
上
野
政
男
議
員

（

議
員
在
職
12
年
以
上）

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

水資源機構利根導水総合事務所にて

大型モニターにて導水事業の説明を受ける

茨
城
県
町
村
議
会

議
長
会
表
彰

水
垣
正
弘
議
員

（

前
議
長）

去
る
３
月
18
日
、
茨
城
県
町

村
議
会
議
長
会
か
ら
、
当
町
議

会
議
長
並
び
に
同
会
副
会
長

と
し
て
、
地
方
自
治
の
振
興
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

過去の会議録をインターネットで公開しています

町議会における会議の全文をまとめた会議録を町の

ホームページで閲覧できます。平成20年の会議録から

閲覧することができます。

町ホームページを開き「八千代町議会」→「審議結果・

会議録」→ご覧になりたい年、会議の順にクリックし

ていただき、関連ファイルからご覧になれます。

町ホームページＵＲＬ

http : //www. town. ibaraki-yachiyo. lg. jp

感
謝
状
贈
呈

左から上野政男議員・小島由久議員・水垣正弘議員
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人のうごき ４月１日現在

人 口 22,830人 （992）

男 11,840人 （825）

女 10,990人 （167）

世帯数 7,412世帯 （847）

（ ）内は外国人で内数「八菜丸」
は な まる

町イメージキャラクター

平成27年度八千代町総合表彰式
３月24日、中央公民館で平成27年度八千代町総合表彰式が開かれ、町の発展に多大な貢献をされた58人と１団

体、７社に表彰状や感謝状が授与されました。受賞者を代表し新地の関武芳さんが「私達は地方自治や農業など

多岐にわたる分野で地道な活動をしてきました。この表彰を契機として決意を新たにし町発展のため今後も努力

していきたい」と謝辞を述べました。 （敬称略・順不同）

《表彰の部》

町議会議員 相沢政信（佐野西）

選挙管理委員会委員長 関武芳（新

地）

選挙管理委員会委員 野村健一（道

前六保） 内藤勝雄（下山川） 井

上信一（新井）

行政区長 高野文夫（仁江戸東）

小島静（大渡戸） 国府田利実（蕗

田）

中小企業事業資金融資斡旋審査委

員 沢木利夫（高野）

文化協会会長 古橋貞夫（村貫東）

中結城東部地区資源保全協議会代

表 小野里金二（瀬戸井）

豪雨災害で多大な貢献 八千代町

消防団

《感謝の部》

農業委員 大里信義（二ツ釜） 宮

本敏子（平塚新田） 岩田孝男（新

地） 染野一男（神山） 大久保隆

夫（舟戸） 照内一正（粕礼） 稲

葉常美（下山川） 生井一郎（瀬戸

井） 小林一郎（前田） 中山勝三

（高野） 高谷一郎（若） 中島文男

（粟野） 湯本直（野爪） 坂入俊枝

（坪井） 飯ヶ谷喜久夫（袋） 藤平

孝雄（久下田）

監査委員 澤木薫（高野）

行政区長 服部一夫（坪井）

行政副区長 古澤初夫（坪井）

土地区画整理事業評価員 故 佐久

間幸宏（若）

食生活改善推進員 篠原美津枝（沼

森） 古橋勝子（若） 吉村久子（若）

山口好子（若） 為我井かつ（佐野

東） 秋田民子（新井）

母子保健推進員 渡邉すみ江（東

大山） 内田ふみ江（若） 吉田由

記子（佐野西） 小菅たか（高野）

初沢とし子（伊勢山） 大森たい

（塩本） 飯山ひさ子（松本）

女性団体連合会会長 相馬順子（新

地）

スポーツ少年団指導者 小野里信

昭（瀬戸井）

スポーツ少年団運営責任者 高野

智恵（仁江戸西）

人命救護に尽力 上野吉次（坪井）

北見将也（古河市） 諏訪晃子（本

田） 小島るみ子（本田） 渡邉公

世（伊勢山） 藤原知沙（伊勢山）

大里英司（前山）

町へ多額の寄付 篠原紳介（土浦

市） 高嶋勝男（日立市） 宮田守

（結城市） 宮田利江（結城市）

公共工事施工優秀 鈴縫工業株式

会社県西営業所 大里産業株式会

社 株式会社宮本工務店 野口機

設工業株式会社 常総ブロック有

限会社 高塚建設工業株式会社

株式会社須藤隆建築設計事務所

（左）表彰された皆さん

（下）受賞者を代表して謝辞を述べる関さ

ん（中央）


